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研究成果の概要（和文）：　表現された絵を元に「視覚型」「触覚型」「中間型」と分類してきた従来の見方に
加え、これらの表現タイプと、描きはじめ箇所が関係するという仮説を立て、幼児（五歳児）から成人までの各
発達段階における「歯磨きの絵」の事例の検討を行った。
その結果、「触覚型」が口や歯ブラシなど触覚的経験に関連する箇所から描きはじめるのに対して、「視覚型」
はそれ以外の箇所から描きはじめることが明らかとなった。さらに、これまで判断の難しかった「中間型」も明
確に判断できるようになり、これらの知見を元に、表現を個々の知覚タイプに基づくものであると理解した上で
個性的表現を保障できる授業モデル開発の基盤を確立した。

研究成果の概要（英文）：In addition to the conventional way of classifying pictures into "visual 
type", "haptic type" and "medium type", we made a hypothesis that these expression types and the 
beginning of the drawing are related, and I examined the case of "tooth brushing picture" in the 
time from the infancy to the adult.
As a result, it became clear that "haptic type" starts drawing from parts related to haptic 
experiences such as mouth and toothbrush, while "visual type" starts drawing from other parts. 
Furthermore, "medium type", which was difficult to judge so far, can be clearly judged, and based on
 these findings, individual expression. And I established the lesson model of art education 
understanding that the individual expression is based on individual perceptual type.

研究分野：美術科教育

キーワード： 造形・図画工作・美術　知覚と表現　視覚型　非視覚型　触覚型　表現タイプ
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１．研究開始当初の背景
本来、学校園における美術教育では、授業
で制作される作品の出来不出来のみによる
評価を行うことは
表現の主体である子供の個性よりも教師の
側にある完成イメージを子供に表現させよ
うとする
こうした授業は、子供の個性的表現につい
ての理解が不十分なために起こっている
個性的表現
フェルド
(Visual Type)
間型(Medium Type)
表現にみられる個性的な違いが
プの違い
しており
として受け継がれている
ローウェンフェルド
分類は、主として青年期の表現において見ら
れるものとして言及されているが、
ら児童期、青年期、さらには成人の「歯磨き」
をテーマにした作品
段階のすべてにおいて「知覚−表現タイプ」
が存在することが推測される。
しかし
て幼児期から成人までの発達段階での検証
は行われ
 
２．研究の目的
図
「触覚型」の表現プロセスをなぞるような指
導に応じて描こうとしたが、求められるよう
なイメージができず困惑した結果描いたも
のである。

 教師はまず始めに「画面の真ん中に大きな
口を描きましょう」と指示をし、次に「お口
が描けたら口の周りに顔を描いていきまし
ょう」と続けた。教師は「触覚型」の表現プ
ロセスをなぞるように指示していったのだ
が、この子供はすでに「視覚型」のイメージ
である自分が歯を磨いている姿を想像して
いたのではないか。自分の想い描くイメージ
と異なるイメージを強要去れ混乱してしま
ったのではないかと推測される。
このように
面構成の魅力を感じている教師が、すべての
子供にそのような絵を描かせようとして「触
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覚型」の
導事例は少なくない。
これらの
ジする世界とは全く違う知覚によるイメー
ジを強要されることで混乱し、表現への苦手
意識を持たせてしま
こうした
タイプ
指導や支援
となる
精査
発現する造形表現活動における事例を精査
し、知覚の働きと表現の関係、とりわけその
要因や発現契機について再検討し、その知見
に基づく美術教育の授業モデルを開発する
ことを
 
３．研
(1) 
できる
手元にある幼児、中学生、大学生による「歯
磨きの絵」について
(2)
学生に共通して「歯、口、歯ブラシ」といっ
た部分から描き出すということ
証した
(3) 
校生以上（大学生を含む）の「歯磨きの絵」
をその描き始め箇所と共に収集するための
調査用紙を作成し、また
が難しい対象のためのデジタルペンを活用
したデータ収集の方法を用いて国内の研究
協力者と共に調査データを収集し分析を行
った
(4) 
の異なる地域での調査を行い、国内のものと
比較検討し、知覚と表現の関係性についての
普遍性を検証
(5) 
条件を加味しつつ、知覚と表現の関係性に配
慮した授業づくりの
的な授業
の有効性について検証を行
(6) 
のタイプを保障しうる
発した
 
４．研究成果
(1)
① 
グラフ１は、
「歯磨きの絵」で「描きはじめ箇所」のデー
タが同時に得られているものを対象にして
集計したものである。この集計には、統一し
た様式
れたものも含まれている。表記はパーセント
であるが、左から
名（低学年
113
計 966
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覚型」の表現プロセスをなぞらせるような
導事例は少なくない。
これらの事例から、自分が知覚し、イメー
ジする世界とは全く違う知覚によるイメー
ジを強要されることで混乱し、表現への苦手
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と混同することを避けるためであるが、ロー
ウェンフェルドによる「触覚型」とは同義と
解釈していただいて良い。
これらを、描きはじめ箇所と、作品に表れ
ている非視覚型、視覚型の特徴をもとに分類
し、そのうち、中間型を判別して集計した結
果が「表１」である。また、各年齢段階別に
集計した結果が「グラフ１」である。
全体としては、非視覚型
中間型
では、
33％,38
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た年齢段階ごとに見られるばらつきについ
ては、今後さらに資料を増やして精査してい
く必要がある
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中間型と判断した。従って「口・歯（
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れ以外のすべてを視覚型としている。
これらの要点を整理し、百分率で示した
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めは、人・頭部・顔を中心に人物に関する部
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視覚以外の身体的な知覚、この場合は口周辺
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どの口の周辺から描き出したか
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きな成果である。
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「描きはじめ箇所」が口や歯など口周辺で
あると申告されて
ブラシだけを描いて終わっているもの。
2)これらは「歯磨き」「虫歯」といったキー
ワードから受けた触覚的イメージを、口や歯
ブラシのみに整理して表現を完結させ、それ
以上に何かを加える必要性を感じていない
のだと考えられる。

 
画面からはみ出している
同じく、「描きはじめ箇所」が口周辺であ
るケースで、画面に顔の上部が入りきらない
ようなもの。
口を描き、そこから外へ広がっていくように
描いていくため
推測される
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型) 
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れらは、描きはじめた部分が、完成した際の
画面構成を考えて配置されていることから、
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自分が見たものを描いている
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ある。遊びのレベルであっても、絵を描くこ
とを楽しむ傾向のある者や美術を特に得意
とする者に比較的多くみられるタイプでも
ある。
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 結果として、それぞれのタイプが、すべて
の年齢段階で出現することがわかった。また、
こうした考察を通して、知覚と表現の関係性
は、表象の視点から再検討することで、より
明確になるのではないかという新たな課題
も明らかとなった。
 
⑤多様な表現タイプへの理解に基づく美術
の授業モデル開発
これまでの研究成果から、指導者はもちろ
んのこと、学習者自身も表現の多様性におけ
る自己の表現タイプについて理解しておく
ことが
師が把握しておくだけで良いが、自分の表現
を肯定的に受け容れることに抵抗感が生ま
れる小学校高学年や中学生などでは、本研究
で用いた調査用紙を元にしたワークシート
を開発し、学年の当初などで実施し、表現の
多様性と自己の表現タイプについて理解さ
せておくことで、自己表現への自信を持たせ
ることが出来ると考える。
 たとえば、同様のテーマでも異なった表現
になっている作品
うな「鑑賞学習題材」の開発に本研究成果を
援用するための指標を作成する。あるいは、
自己表現を振り返る視点として、自らの表現
タイプだけでなく、多様な表現から新たな刺
激や示唆を受けたかどうか考えさせるなど
し、表現タイプが必ずしも固定的なものでは
無く、表現活動の経験により広がったり深ま
ったりすることを実感的に捉えることがで
きるようにする。など、本研究成果を授業づ
くりに活かす
 
⑥ 総括
 データ数にはばらつきがあるものの、日本、
米国、台湾において、一定量の
とその描き
することに成功した。その結果、文化的背景
の違う地域で同様の傾向が見られることか
ら、同じ経験をしても、個人によりその表現
タイプが異なることが証明できた。そこには
知覚経験と表現の間にある表象のプロセス
自体に個性が反映されることが推察される。
この点について、今後も精査していきたい。
 授業モデルについては、特定のモデル開発
ではなく、
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